




第1章 写真館 (1)　産業分野で SoC が       使われているところ

　CPU，メモリ，汎用 I/O，グラフィックス機能などを1個のLSIに統合したSoCは，特定用
途向けの高度なシステムをコンパクトに実現できるというのが大きな特徴だ．それを生かして，
FA/工場，公共サービス，作業現場，医療など，長期使用されるさまざまな分野の産業用組込
み機器でも幅広く用いられている．ここでは，そのいくつかを紹介しよう．

　工場内では，システムに合わせて製作
した操作盤や，個々の機器がもつ表示 /
操作パネルが数多く使われている．この
ようなパネルでは，画像表示機能やディ
スプレイ I/F，タッチパネル I/F，カメラ
I/F，機器接続用の汎用 I/Fを備えたSoC
を活用して，小型化と高機能化を実現し
ている．

■FA/ 工場向けのSoC活用の例

■公共交通機関向けのSoC活用の例

プログラマブル表示機を用いた操作盤

新幹線 /高速鉄道の運転台 バスの料金器

　鉄道，バスなどの交通機関では，運転台の計器類や料金器，客席の案内表示などの電子化が進んでおり，
多彩な表示パネルによって情報を見やすく伝えている．

射出成型機 チップ・マウンタ 測定器



RS-485通信端子

NZ211M通信端子

（LT3086）
7.2V電源

昇圧回路（LTC3112）
VBUS（5V）→8V



無線画像伝送の技術と応用

VRAMに格納した
画像を再処理できる

アナログ
入力×4

I/P 変換 クロップ

画像処理

VRAM

縮小ノイズ
フィルタ

色空間
変換

JPEG
圧縮

デジタル
入力×2

セ
レ
ク
タ

R ' 
G ' 
B

R
G
B' 

＝

m11
m21
m31

m12
m22
m32

m13
m23
m33



無線画像伝送の技術と応用0101 電子看板コントローラ

無線 I/F仕様 デジタル I/F仕様

無線規格

電波形式

通信方式

変調方式

信号伝送速度

周波数

チャネル数

キャリアセンス

開設区域

送信出力

アンテナ

誤り訂正

通信規格

同期方式

伝送速度

データ長

パリティ

ストップビット

フロー制御

一般仕様

電源

動作温度/湿度

寸法

RS-232準拠（3.3V-CMOS）

調歩同期

4800bps/9600bps切替

8ビット

なし/偶数 /奇数切替

1bit/2bit切替

無手順/Xon/Xoff/RTS/CTS切替

+7.2V±10%/0.7A（送信時）

-20℃～+60℃/20%～80%RH
（結露なきこと）

86.6×46.2×12.1(mm)

ARIB STD-T98準拠（技術基準適合）

F1D（データ）

単信方式，単向通信又は同報通信

4値FSK

4.8kbps

467.0～467.4MHz（6.25kHz間隔）

65ch

対応

陸上

1W

1/4λ　単一型（SMA-J端子）

STD-T98準拠/誤り訂正なし切替
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図3-5　AG903の画像処理機能の概要（フレーム間演算を入力時に行う場合の流れ）
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フレーム間演算では，あらかじめVRAMに用意した画像との差分を取ったり，入力画像に
オフセットを付けたりすることも可能です．空間フィルタでは，任意の係数を指定することが
できます．また，濃度変換機能はルック・アップ・テーブル型なので，任意の特性を設定する
ことが可能です．
閾値処理では任意の閾値での二値化が可能で，二値化した画像の面積の計測や画像の切り出

しができます．色空間変換機能を内蔵しており，元の色空間に戻すこともできます．さらに，
ラベリング機能によって，対象物の位置を特定することもできます．
図3-6に，閾値処理を用いた画像の切り出しの例を示します．AG903では，入力画像に対し

てこのような処理をリアルタイムで実行することができます．

図3-6　閾値処理を用いた画像の切り出しの例
　　 （入力から画像の切り出しまでリアルタイムで処理される）
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013-5 機能拡張 I/F（EQS I/F）

メモリ・アクセス命令が
自動でSPI信号に変換される

　AG903は，アクセル社独自の機能拡張 I/Fとして，EQS I/Fをもっています．
　このEQS I/Fは，同期シリアル通信として一般的なSPIモード 0（CPOL=0，CPHA=0）と互
換の I/Fです．1チャネルの2本のデータ線は，送信用と受信用に分かれています．ユーザが
独自のコマンドを設定して通信することができます（図3-8）．
　さらに，4本のデータ線をまとめて，同時に4ビットを送信または受信するクワッド・モー
ドがあります．これを用いて伝送を高速化することができます．このとき，データ線は送信と
受信の双方向に用いられます．
　EQS I/Fは，主にFPGAと接続して，AG903の機能をハードウェアで補完することを想定
した I/Fです．一般的なSPIと異なる点は，AG903の場合，内蔵CPUが所定のメモリ空間に
アクセスすると，EQS I/Fが自動的にSPIの信号に変換してくれることです．したがって，
CPUから見れば特別な I/Fを意識せずに，通常のメモリ・アクセスと同様にアクセスすること
ができます．

図3-8　EQS I/Fの接続例（ノーマル・モード）

　ノーマル・モードの書き込み動作時の波形の例を図3-9に示します．
　ここでは，EQS I/Fは，FPGAに対してまず1バイトの命令を出力し，次に最大 25ビット
のアドレスを出力し，その後にデータを出力します．データのバイト数はアクセス時のバイト
数で自動的に決まり，32ビット・アクセスなら4バイトになります．
　ノーマル・モードの書き込みでは，コマンド，アドレス，データはすべて出力なので，出力デー
タ線（図の例ではEQS_SDT0）のみが使用され，またウェイトなしで連続して出力されます．
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図4-3　AG903のUART I/FによるRS-485送信タイミング
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